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博学鑑賞力・論法能力を中心とする検査問題の構成
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　 　　　 　　　 　　51，9　56，3
このテストの結論は次のように要言することが出来るO
D速さについて
（1）縦読みと横読みについて（読み時間よりの研究）
25字
49，　7％
45，　5
0r2，　9
53，　O
　中学高校いすれも縦読みが読み時聞においてすぐれてv・る。これは縦の文
字配列のすぐれているととを：示している。また行の長短とV・う点から見ても，
どの論詰においても，縦読みが有意差をもって，読書速度がまさっている。
しかも，縦書きで最も非効果的長さの行の読み二間の方が，横書きの効果的
長さの行の読み蒋間よIJ少ない。
　その理由は，次の点に帰することが掛来よう。
　（a）生理的要因　eの面の眼球運動a）実験成果がまだeのテストに並行
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13：一S
　してわ行れていないから論断は差し擦えるが，横行の時は掃＝翻艮が左方より
　右方に凝硯点を右転させるごとに左右の両眼の水晶体の調節を変更せねば
　ならなV・。しかるに施行におV・ては，左右の水鹸休はほぼ対称的に調蹄し
　つつ両眼を上位より下位に移動させるだけである～二とによる。したがって
　意識には浮ばなV・までも体性の場における仕：事は眼球運動のみに関する眼
　り縦読みに比して，横読みは大きV・と言わねばならない。この仕事の集積
　はやがては，停留の増蜘を招き延V・ては意識面に疲労となって現われると
　思う。この方面の眼球燗番の研究は今後の課題として残される○
　（b）経験的要因　　この被験者たちの縦読みの経験が横読みに比し，遙か
　に多い○現笑においてこの経験的条件を厳正にしょうとすることは，不可
　能に近v・。
　他爾縦読みの進歩峯と横読みの進歩峯をくらべてみると，横読みの進歩峯
の方が高V、○縦，横の差が中学生聞において，また高校生閥において学年の
進むにつれて，その差が減じてゆく○
　その理由は，次の点に帰することが禺来よう○
　（a）経験的要因　　中学から高校にかけて，横書きの読み材料が次第にふ
　えて来る。
　（b）横書きの方が練習効果が高い
　（c）初期においては刺戟布麗の場の力が異常に強く構えがむしろ圧鯛され
　てV・たのが読書力の発達につれ，ほぼ一一様な構えがもてるように：なりどの
　ような文宇配列に接しても読み手の知覚，理解の機能が分化発達したこと
　による。発達とv・う点から見れば，縦，横については以上のようだがまだ
　笑験のうら付けのなV・この結果から，縦，横の優劣を直ちに決し難㌔（○
　（2）行の長さにつV・て
　縦読みにおV・て中々生の場合，読み速度の順は，25字誹，20字需，5字詰，
蕗字詰，8字諮，12字詰である。そして，25字詰，20字詰が有意差をもって
！34
他を抜いている。高校生の場合は，15字詰，20宇諮，12字諮，8字諮，25字
詰，5字詰の順位である○そして前轍考が好成績を示している○
　横書きについては，中学生においては，読み速度の順泣は，25字詰，20字
詰，15字詰，5字詰，、8宇詰，12字詰である。この場合も特にすぐれてV・る
のは，前二者である○高校生の場合は，12字1誌，20字詰7！5字詰725字詰，
8字詰，5字詰の順欧である。これまた，前二者が特に著しい効果をもって
V・る。
　このように中学生，高校生ともに，縦読みにおV・ても，横読みにおV・ても
同様な傾向を示していることは特に注目に値することである。このように縦，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鄭横ともに，申学生から高校生になるにつれて，短行の：方が有意差をもって効
果的に傾いて来ることが発見される。縦，横の関係も重要な要因だが行の長
さも重大なる要因をなしていることが示される。
　この理由は次の事実にありと考えられる。
　（a）生理的要因　　これは直接刺戟布罎たる文宇配列にまつib　1）合う構え
　の一分節面たる体性の場の構造，つまり生理的場の構造，さらに言いかえれ
　ば主として鳥飯運動（停留を含める広義）によるものと思われる。　（眠球
　運動の項参照）
　（b）行間運動に関する要因
　　中学生におV・ては，まだ高校生に比して，読書に慰する経験も浅く，眼
　球運動操作におV・て，未熟である。したがって3字や4字位の長V・行の読
　みにくさの方が，3字や4字少なV・旋め，逆比例して，面しげくなる行間
　運動よ！も楽であり，平易なのである。中学生程度の読者におV、ては，読
　書における眼球運動操作は，まだ円満には発達しておらす，時に同じ行の
　二度読み，一行とばし等も起る。彼等に：能いては行数の多V・ごとは困難を
　感じ，むしろ，彼等の読書能力の分化発達段階におV・ては行の長さのいさ
　さかの延長の方が行数の増加より適してV・ると考えられる。
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　　高校生におV・ては，中学生に比すれば，読書経験も深く，眼球運動操作
　において，さらに分化し発達している○したがって，猶閤運動にも，練習
　効果を発揮している。中学生に比すれば行間運動も平易に出来る○むしろ
　行間運動の回数は増すと遇，行において，聞接覗を利用し得る短行を喜ぶ
　もののように考えられる。（短行における水晶体調節の平易と間接親の利
　用という腐剰点と行闇運動という不利点とは交互に相闘し，その全体連関
　において考うべきものであるが，その一一一現象はこ～二に発見される。さらに：
読書に慣れた成人被験者を用いればあるいは極端なる短行グ）優秀が証され
　るかも知れな挙。笑験によらなければ論断出来ない○）
　（C）停留のリズムに記する要因　　縦読み，横読みを聞わす高校生が短手テ
　に傾ぐ理由は，一行中における眼球停留数が，3鯛あるいは4　ftu位になり，
　これが短命なものにもせよ殊に平易な読書においては，リズムをなして，
　これに乗って読書が進展してゆくことが考えられる○体性画における快調
　な運動リズムは他の分節面たる理解に影響し，円滑に理解を進展させてゆ
　く。長い行ともなれば，停留数も増減しそこに迩動爾におけるリズムの形
　二化がはばまれ，快調な読書は不利となり，読み時聞の増大となって結果
　する。この程慶の読み材料は，縦横ともに高校生にとって，15字誹あたり
　がリズム形態化に最も適しているものと思われる○（詑三図参照）
　（d）経験的要区1　高校生において，15字詰，20宇詰，12字詰が好成績を
　もって読まれる原因の一つとして新聞等の影響が考えられる。薪聞は15字
　～18字誹が多い。
2）理解について
　わにおいては，読みにおける速度の面を読み蒔閥によって研究し旋が，こ
こでは，特に，その理解の面に主眼をおいて19kめてみよう。表2，3によっ
て朗示されているように，理解に関しては，縦書き，横書きにおいて著しい
差は認められない。また，中学生。高校生の閥には，顯著な発達的の差異は
，
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認められない○；有意差が麟まり現われなかった。
　その主たる理由は何にあるかを考察するに，本テストが元来，高次の精紳
機能面をしばらくおき，特に知覚颪に：重点をおき，中学・高校生に対して，
極めて平易な小学校四年程度の材料をえらんだことによるものと思う。
（附）　活字の大小について
　横行，縦行ま免その長さについてのテスト研究の結果は上述の逓りだがこ
れに附随して，活字の大きさ，分ち書きなどのテスト研究も小規摸な瀬踏み
としてやってみたが，殊に前者について，ほぼその結論に達したからここに
カ〉力斗ずよう。
　：交字配列の研究の一部として，活字の大小についても研究した05号活字
と9ポイント活字の比較をしてみた。その研究において2分間の読字率に換
算してみたが，5号活字の方が，読みの能率の高いこと鷺知り得た。
　これは，従来の活字の大小E読みの効果との比較研究の結果と，ほぼ一致
している。また従来言われているように，活字の大きさの一定限度を上ると，
（あるいは下ると）活宇の大きさが読みの能率に，大した影響を与えるもので
ないという定説を裏書き’している。言いかえると，活字の大小が読みの能率
に影響するのは，ある限度附近において，甚だしいのであり，活字の大小関
係が5号，9ポイント附近においては，さしたる影響のないことを発見した
のである○（表6参照）
　〔表6〕　　申学　9ポ　 948字　　　高絞　9ポ　 1267字
　　　　　　　　　　5号　　955字　　　　　　　5号　　i376字
　　　　　　　　　　その差　　7字　　　　　　　　その差　　109字
G、1952年度の見通し
　来年度は，昨年度得られ7V■行の長さの効果に関し，もっといろいろの文に
ついて再検討をしてみたい。まだ装置不備の允めに，まだ実現しなかった縦
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読み，横読みの能率研究に間しても，何らかの装麗（たとえば，Contact　glass
を読んでいる健康な眼その『 焜ﾐ）にはり，とれに平行光線をあてて，これを廻
動ずるブロマイド上に反射させる装櫨）を完備して，その効果をたしかめ，
昨年度に得られた，テストによる研究結巣どあわせて考え，結論を樽ようと
努力している○
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（草島）
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国語の歴史的発達に関する
調　査　研　究
　本年度は，音韻史資料の収集と霜辞書案引の作成のLlつを取りあげた。
　1，　音韻史資料の収集
　口から耳への伝授という形式によって，今臼まで比較的厳密に伝えて来た
と思われる唱え物・由り物・謡い物等を録音して瓢こととし，本年度は，
「平曲」と「声明」とをテ・・プ・レコ・・ダーによって録音した。
　「平曲」の録音は，仙古市に佳む館山甲午氏（竃城県仙台第一高等学校教論）
の語った「那須与一」と「小原御幸」と，名古屋市の井野斑幸次氏a）「那須与一」，
＝ヒ犀崎正富氏の「卒塔婆流し」，三品正保斥の「宇治川」の3曲である・
　「声開」は，本年慶は，奈良市東大寺に伝わっている「法華繊法」「教化」
r大訴願」「法華音曲」「二月堂神名帳」「二月堂過去帳」「論議」を録音した。
唱え手は，東大寺の橋本聖準師である。
　2，内灘書索引の作成
　饅頭屋本（伊勢本系）と，黒本本（印度本系）とにつV、てその全語彙をカード
にとり，／・一槍に配列整理した。担当者は，岩淵詮太郎と広浜文雄である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（広浜）
　　　　　　辞典編集の方法に関する調査
　昨年度に引続いて，国語辞典（大恩海，讐泉，大F－1本国語僻典）の語別一
覧の作成を行った。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（広浜）
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国語関係文献の調査
　書語。国語に関する学問の水準を舞ゆ，学界の動向や世論の動きをとらえ
るために，前年慶に引き続き，丈呼出査を行っているが，本年度は次のよう
な仕事をした○撹当者は所員大石初太郎・有賀憲三である○．
　　　　　　　　　　　　A，刊行書の調査
　雷語学。国語学。国語問題。国語教育・言語技術・国語資料・辞典等の刊
行書につV・て調べ，1951年の刊行書278点につV・て1’1951益昇国語関係刊行
薯嘱」を，1952年1月から3月までの刊行書67点につv・て「1952年1月から
＄月までの困語関係刊行書評を，それぞれ愈愈印刷した。
　　　　　　　　　　　　B，雑誌論文の調査
　下記の雑誌類について，関係論文を調査し，分類別。雑誌別。筆者別の3
種類のカ・・一ド陰録を作った。’2　951年1月～12月のカード数は約202！点に達し
た○これを1950年1月～12月のものに比べると，約684点の増加をきたしだ。
その理由の一つとして，全国各地の大学や研究機関などから寄贈された紀要・
論集。報告類のふえたことがあげられる。
（A）アサヒグラフ　アジア言語研究　新しい教室　家の光　英語研究　英
　　文学研究　　演劇　　大阪人　　オール生活　　音声学会会報　　解釈と鑑賞
　　改造　　科学朝日　掌苑　　学術月報’学燈　　力亭ノヒカリ　　カリキェ
　　ラム　　教育　　教育接術、教育研究　　教育手帖　　数育統計　　教育統計
　　月報　　教育復興　　キング　芸術麟潮　　雲語研究　雪語生濡（f鼠語教
　　育講座」附録）　言語生活　　語学教育　　幽語学　　照語教育研究　　國語教
　　窒　　属語と国文学　　国語の力　　ことばの教育　　サンデー毎B　　蔓学雑
　　誌　実業の日本　実賎麟語　兇童心理　社会学許論　週刊朝日　惣
　　由国現　　毘版ニェース　　主婦の友　　初等教；育資料　　薪潮　　人文　　薪
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聞研究
中圏研究
書教育
ばんせ
BOOI〈S
送文化
聞傳承
（B）茨城教育時報
　　報　　岐阜県方言の文法調査i轍告
　　学部）
　　研究紀要（鹿児農大学教育研究膀）
　　育研究（金沢大掌教育研究会）
　　会報（国学院大家国語研究会）
　　育（函館國語教育研究会）
　　大国文学会）
　　言学会）
　　語文（大阪大学國交掌研究壷）
　　農会）
　　育研究駈）
　　崎大暑）
　　日本文学論究（麟学院火熱国丈学会）
　　交三学…研多型　（プhthllIブく三挙…文学会）
　　思想幅岡女子大学）
　　研究論：文集
薪聞用語研究　　青年心理　　世界　　測定と評価　　中央公論
　評論資料月報　　展望　　読書春着　　読書入　　読書梱談　　図
トルーストt・mtリー　　B本音声学会誌　　入間　　農業朝臼　　波絞
びぷろす　　竿入画報　　婦入公論　　押入生活　　帯解の友
　文学　　　：交学教育　　丈芸春i秋　　2文研月報　　文書と能傘　　放
放送用語　　法律蒔報　　毎曝情報　　マネジメント　　万葉　　民
民族学研究　　丈部時報　　u一マ字世界　　6・3一三
　　　茨城大学文学部紀要　　愛媛県教膏研究紀要　　愛媛察教育時
　　　　　　　　　　　九州大学年報　　教育科学噺潟大学教育
教育宮城（宮城県撤育委員会）　　近畿方警（穐歌山近畿方露掌会）
　　　　　　　　　　　　研究論叢（小野韻筒等学校）　　高校教
　　　　　　　　　　騨戸外大論叢　　圃学院雑誌　　国語研究会
　　　　　　　　　　国語（雲譲文理大繭与国丈長会｝　　廃語教
　　　　　　　　属語国文（京：大国文掌会）　国語。羅文研究（北
　　　国語と教育（千葉大挙国語研究室）　　実語方奮（石川騒割方
　国文学（関酉大学国文学会）　　露交学研究（早鍵田大学国交学会）
　　　　　　　　　　滋賀県立短期大学雑誌　　信濃教育（信濃教
島根大学論集　　女子火文学（火阪軍馬大学）　　新数育（山形県教
　　人文研究（大阪市立大学文学会）　1入女。社会科学研究報告（長
　監理大学学報　　東北大学文学部研究年報　　徳轟県教育月i報
　　　　　　　　　　　　　、二，，．　一一　7・クr・一ル（埼玉県教育研究所）
　　　　　　　　　文イヒと教育（毒雲譲）f〈学教育研多多刃〒）　　　：文≡芸7と
　　　　　　　法交論叢（熊添大tft法文学会）　舗或学院女子大学
　　立命館丈学（立命館大学入文科学）　　論集（東回女子大師）
C．新聞記事の調査
前年慶に引き続き，野晒聞から，関係記事を籾抜き，その整理に当るとと
もに，分類別およびN付順のカーle　m録を作った。分類別にしたものは，一
応謄写印刷にし，「国語関係新聞記事目録（2）昭和25年分」「露語関係薪聞認
事目録（1）昭和26年分」を作威した。本年度に処理したおもな薪唱名と，作
成したカ・・ドと切抜きの概数は下のとおりである。
（1）東京田版（H刊）総構　毎日　読売　東京貨爲　東京タイムズ　日
　　　　　　　　　　本経済　　毎露小学生　　サソ
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　　　　　　（夕刊）朝臼　　毎日　　読売　　時寧　　東京
（2）飛方腐版　大阪在住の肉田房一氏から，関係記導のあるごとに，葱送された京
　　　　　　　阪地方の諸紙　朝H（大阪）毎臼（大阪）新大阪など，
（3）特殊新聞（寄贈）　　読馨　　図書　　数育　　全匡隅版　　学園（窟大）
昭和26年（！月～重2月）　カード　951点　（内，切抜き　875点）
　〃27年（！月～3月）　　〃　　279点　　（内，切抜き　277点）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大石。有賀）
14z9，
図書の収集と整理
　前年度に引き続き，研究活動を助けるために，研究書・参考書。調査資料
：丈献の類を広く集め，整理し，管理した○担当者は大石初太郎。芳賀清一郎
である○
　研究書・参考書類は，君語学・国語学・国語匡i字問題・国語教育関係を申
心として，社会学・心理学。教育学。民俗学。植立・統計学その他の関係諸
科学のおもな塩瀬，各種辞書・年鑑。書誌類のおもなものをもれなく集める
ことを目標としてつとめた○圏刊のものは，すでに：前年度までにかなりの程
慶まで集められたが，本年度はさらにそれを充足するとともに，新刊物につ
いてなるべくもらさぬように努力した。
　調査資料文献としては，やはり前年慶からの方針に従って，開治初期から
現代にかけての各種形態のものを駁面することに心がけるとともに，歴史的
研究めための盗料として，各時代の古女献にも多少及んだが，予算に制限せ
られて，tの方蘭の収集はまだきわめて貧弱な状態に止まっている○
　寄贈図書は逐年増加し，本年度は前年度に比べて，単行本。逐次刊行物と
もに約2倍の数に達して，当研究所書庫の充実に大きな役割を果している。
　次に，本年度備え付けた図書の数を示す。
単行本
雑　誌
新聞
????????????1644冊
1373冊（内，教科書1203冊）
　39種　（1167冊）
！31零重　（629冊L）
　16種
　5種
書庫の本年度末現在蔵書数（単行本だけ）は14，537骸であるQ
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昭和26年度に寄贈された図書の一覧
寄贈聯名
（D単行本
朝日新聞祉
飯田市立飯田東中学校
一谷清昭氏
井上　繁氏
弁之口有一氏
愛媛県教育研究所
大岩　正仲氏
大序1知篤ヨ氏
覧　五畿箆誤
認都大学跡継科暴露究所
京軸重挙附属図書館
京都大学交学部
宮内庁書墜灘
　　國語科学翼指導研究会
　　圏語審議会
te@国立国会図害餓
斎藤義七郎氏
佐久閲　鼎氏
佐藤　茂氏
佐藤　修一郎三
三　省　堂
神宮瑚庁
薪谷保次鄭氏
鈴木市郎氏
総理府統計局
申教品版KK
東京書籍KK
図　書　名
（）内は編著旧名。寄贈者と同じ場合は省く。
「新聞秘語1の手引き」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　　　1個入差に応ずる攣習指導の研究一読みを申心とする一」
「学力調査の報告書一昭紹5年11月壁i施一」（福島県教育委員
会）
‘CoReGRESS　OF　EDUCATION　REFORM　IN　JAPAN”
“EDUCATiON　REFORM　IN　JAPAN”
「滋賀県奮語生活箋態調査と対策一申聞報告一一」
　　「濁語科基準表」
「幽趣中門国文法　口語篇」（星勝書店編輯都）
「入丈畠一民俗と社会一」
「妓畢方言の：交法に嘉する調査報告」
　　　　　「昭i7～20年農：東洋庚1研究丈献目録」
　　　「麟女鍬舞按絵詞」
　「高1工痔本　類聚名嚢抄」
「文館詞林巻六百六十八」「図講寮典籍解題一文学篇一」「図護寮
典籍解題一続女掌篇一」　「可分律演義」
　　　　「園語科学習指導要領の実践計頭」
隅語誌讃会頭鎌」
　「つれつれ種」上・下　「正面子規研究：交漱目録」
　「wックフPtラー財団餐ギ贈図藩目録」
「琴響楡名句選」
（‘’撃窒gE　STRUCTURF．　OF　’1［’HE　jAPANESE　LANGUAGE”
「あゆひ抄　小論」
　「本校生徒の国語生活の実態」（余目中学校国語研究部）
「新修閣語小辞典1
「荒木磁守武集」「文化講演集」第2輯
「文字言語の切れ犀目
「実屠文法の一一理論」
〔日課禾025年畷勢謬闘査幸侵告」　第1巻
「当用漢字辞典」　（関竃市・富山民藏）
「『新しい霞；語：』語、・調査蓼…J
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　東京天文台
　刀江書院
東洋館出版祉
E；取放送協会
浜照　繁雄氏
原田　英雄氏
広戸　惇氏
放送：交化研究所
細川　認証疑
前田家育徳財騒
松村　　明氏
丸山　：交行氏
慧春伊佐夫氏
民俗学研究所二
丁藏野．門院
虫明幸次鄭氏
村内　英一氏
文　部　雀
ギ理科年表一昭和27年一一∬歴象年衷」
「繊語教育概説」（全二大学園語教育学会）「三二教育講座」（懸語教
育講座編輯委員会）
「教育漢字の学年配当と効果的な学習指導法」（園中直久外1名）
副本需アクセント辞典」
「我が村の調査」（蛸島騨常高等ij＼学校）
「広島方署の性格」
「1懸岐島アクセンFの考察」
　「放送雷語理解尺度設定の基礎的研多誉」「放送に於ける言語的
　條件と理解度の関係の実証的研究」
「行人塚J「のとの三二」　「能登のわらべ唄」
　「豊太二三図処置大早計」「景宗本　世説新語」上。中・下
　「世説叙録」「世説入名譜」　「老子億」上。下　1瀬京薪詑」巻
　館3　「赤穗義人録」
「『水を飲みたい』とい5蚕い方について」
「基礎課程統計数理」
「粟島民俗誌」（山形高校夜間部）
「後独詞詑一二二二國男先生年譜著作属録一一」（郷田先生喜寿記念
会）　　「伊川谷方言集」（森俊秀）　　「越萌石徹白民俗誌」（二本常
一）　「北小浦民俗誌」（擁田国男）　「黒河内提俗誌」（最上孝敬）
「美濃徳肉村民俗誌」（櫻購勝徳）　1’常磐高岡民俗誌」　（大間獅篤
三）　「檜枝岐民鯵誌」（今野円輔）
「要註新抄　古事記・風二｝二記」（…E昧智英）「要註漸抄　万葉集」（i
味智英）　　「新註厨本文剛志抄　上代近代編」（松尾聰外2名）
「七二　二二」（杉浦てE一郎）
「現代仮名ずかいの二二能力に関する実態調査」（岡山渠玉野高校
国語研究会）　r瀬戸丙海」（瀬戸丙綜合研究会）　　「幡磨西部の
アクセントについて」
「国語問題の；本質」
「乙舳指導要領　一般篇」その他，小・中・滴校各科学翌指導要
領　「学校教員調査報告一大学高等專門学校教員一」　「学校教員調
査報告一筒等単校，中学校，小学校，霞学校，ろう学校一」「嚢務教育
における漢宇習得に関する調査報告」「研究課題園録集一昭和21年
～25年一」「研兜成果の二丁について」「研究業績便覧！　「研究
報告集録一昭和25年渡叉学，哲掌，更学一」　「公言交の舎理化」
　「匡額審謬玄鶴藷問題要領」　「地方旅費の讃壷報告書一昭聯24年
会計年度一jr名まえとその文掌」「法隆寺金盤壁画集」
．出際　鳥海氏
大和地名研究所
爾本修之助二
塁逗論科学協会
立命館大掌入交科学研究所
・一マ字教育会
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“PRONOUNCΣATIeNT　PRACTICE”二部雀検定各科教科書類
“A　BIBLIOGRA？RY　OF　JAPA］XTgSE　DIALF．CT”（ROBERT
II．　BROIPVER）
　　「私達の社会南葛城郡」上巻（南四域郡教育科程研究会）
「江戸二代の：交献に現われたる佐渡方書」　「佐渡方雷闘係丈職翼
録」
「農村青年動向に関する溺査」
　　　　　　　　「立命館繭立五一ト週年記念論文集　丈学篇」
　　困一マ字学翻鱗法二二j第1分勝戯頭ネ臓）　「私達の．
　掲示飯」（鬼頭率L藏）その他，ローマ字講本’類
　　 　　　　　　　　　　itONE　FOU〈　AND　SCIENTIFIC　）（TIA－
　　　　　　　　　　　　　　MES　FOR　PLAIiSfTS”　tcA．　WORI］）一
　　　　　　　　　　　　　　LIST　FROM　SOUKXH　CAROLIN2　A”
　　　 　　　　　　　　　tiA　GRAMMAR　OF　FORIN（［AL　WRIT一
　　　　　　　　　　　　　’pEN　jApANESE’＆　（W．　P．　1．EHMA］wnl）
HARVARD　LIBRARY“AN　ANNOTATED　BIBLIOGRAPIrlY　OF　CELEC－
TED　CHINESE　REFERE］）STCE　WORI〈S”　（SSU－YO
TENG　A｝CTI］］｝　i〈NIGHT　BIGGERSTAFYS）
“IXtlODER2N　CHINA”　（JO1｛NT　1〈12NG　1？AIRBANI〈
Al　D　KWANG－CI－IINTG　LIU）　“TRANSLATIONS
FROM　EARLY　JAPAT（TtESE　LITERATURE”　（ED－
WIN　O．　FEISC｝IAVER　AND　JLTSEPH　1〈．　YAMA－
GIWA）
Mr．　WILLEM　A．　GROOTAERSも℃0聾S孚RACTION　D’UN　AやPARE；IL
POUR　LA　MESURE　DE　LA　ltlAUTEUR
MUSICALE”　“PROBLEMS　OF　A
LINGUISTIC　ATI，AS　OF　CHINA”
”THE　HUTU　GOD　OI？　WAN－CH’UAN”
r万全県的黄天遺」　「在華聖母聖心会士之学
術研究」　「廟字講査表」　「中二丁雷学及民
俗学之馳理朗研究」
（2）逐次刊行物（おもなもの）
　刺臼毅聞社　　　「新聞用語研究」　51愚～62恐
　アジア雷藷研究会　“AZIA　GF・NGO　K耳NKYU”1馨，2号
　茨城銀教育研究所　　　「茨城銀教育晴i報」3　・tw　2・”ts・～32号　4雀1愚，
　大阪市立大学交学会　　「人：交研究」2巻4砦～三2帰　3巻ユ居
大阪女子大学丈学会　　「女子大三下」エ暑～3脅
2号
14t”，
　　大阪大学卒学部欄文学研究鍵　．「語文」2号～4号
　　欧　　明　　祉　　　‘‘SOPHIA”　1巻1号
　　カナモジカイ　　「カナノヒカリ」346愚～358号
　　関西大学顛経学会　　「国文学」4号～6号
　　教育科学研究会　　　「教育」1号～4号
　　教育技術連盟　　「教育技術」6巻2号～歪3号7巻1号「小一教育技術」5巻2号
　　　　　　　　　～12号　6巻1号「小二教育技術」4巻2号～12暑　5巻1弩「小
　　　　　　　　　≡1教育技争博＿i　5巻2号～12号　6巻1号「ノ」、四教育技lil／t」墨巻2一／「st
　　　　　　　　　～12号5巻1恐r小…磁育鼓術」5巻2号～！2号6巻1号「小
　　　　　　　　　六教育技術」4巻2暑～コ2号　5巻1愚「申掌一社会：匡語：英
　　　　　　　　　語一教育技術」3巻2弩～！2号　4巻1暑「中学一数学：理科：
　　　　　　　　　図工一教育技術」1巻2恐～12号　2巻玉薬「中学一町楽：体育
　　　　　　　　　：職家一教育技術」1巻2号～12愚　2巻1暑
・　京都大学轍学会　腿語・国刻20巻3号～9号，別2号，21巻1号
　　京都大学入文科学磯1所　陳方学報」20愚「所報」19号～28号
　　近畿方書学会　　　「近畿方雷jg号～11号
　　富内庁書陵部　　　「霧陵音碗要」1号
　　騨素謡外際語大学　　榊戸外大論叢」1巻4愚　2巻1号～4愚
　　紳戸大学経済経蛍研究所　　「国罠経済雑誌」83巻3号～6号
　　語ξ障教育研究会　　　　 「語学教育」　2歴3タ多～215愚
　倒立教育研究所　継立鞘管所縢乏」3号～晦礪立教育磯所紀要」3愚
　　熔解世論調査駈　　「継立世論調査月報」8号～刀号　　　・
　　翻大学教育学部教育磯所　「文化と教育」1糎1塩三2号2巻1号～10号
　　　　　　　　　　　　　　．　3巻1号，　2「琴　　　　　　tS
　　信濃教育会　　「信濃教育」769号～783暑
　　至　丈　堂　「鰍学解釈と鑑賞」1e巻10愚～12愚1捲1号～4号
　　昭和女子大学光葉会　　「学苑」125号～135号
初等教育研究会
誠丈堂新光祉
歪国と葛版協会
総理府統計局
大　修　館
千葉大学教育学離国譲概究霊
中教出版KK
塚原鉄雄氏
天理大学人文学会
東京女子大学学会
　「教育研多亮＿｝　6巻4r讐～12号　7巻1号～3号
「カリキュ．ラム」28号～40号
「全国出産反牛額籍」　4G号～55号
「昭和25年度撰勢調査le％抽出集計による結果速報」
「燭藷教室」1号～10号
　　　　　　「呼量と教育」3号，　4暑
噺しい教劉6巻手飛騰2号7巻董号～3号
「ばんせ」3号～20号
　　「天理大学学報」3巻1号，2号
　　「東京女子大学論集」1巻2号　2巻1号～3弩
1147
国語学会　　「圏諮学」6愚一8愚
東　京　堂　　「読書人」1愚～9号　「日本読書新1刷587愚～637号　「図書
　　　　　　　新聞」89号～138号　　「出版二．、t－r・ス」　158号～193号
統計数理研究所　　「統計数理研｛究鰻i報」3号～7愚　「講究録」6巻6愚～8号
　　　　　　　　7巻1号～8号
東北大学図書館　　「東北大学文学部研究年報」1暑
徳島県教育庁　　「徳愚渠教育月報」20号～2喚愚
日溜会館　　「日勤会館学報仏文縮18巻1号
H本教｝織員組合と1雪荒反至署二　　　　「教育彩〒β籍」　　1141≡｝～コ59r号
不承看語膳殿　　「言語研捌16暑～20愚
田本蓑驚KK：　　「教育手帖」13号～23号
日本のローマ字社　　‘‘ROMAZI　NO　N王PPON”　1号～3勢
H本放送杉毎会　　　　r放送文イヒ＿］　6巻4号～12号　　7巻1丹～3号
日本m一マ字会　　「m・・マ字世界」41巻4号～11弩42巻ユ翌，2号
＿橋大学経済研究所　　「経済研究」2巻2号～4号　3巻1号
笠岡女子大学　　　「’コ交望ミと」丁番」　1号～4号
コ女こ学．M一究会　　　「三遷こ学研究」　6愚，　7号
放送三文＝イヒ穫ヲf究逐ノ量　　　　　1「放送月華語＿重　19「籠｝　　　「3ヒ：7，iJl：月報ゴ　　1－tL一多～ユ！琶｝
北海道大盤国文学会　　「国語。麟丈研究」2暑～4号
穗波幽版社　　「実践国語」↓31愚～141弩
万葉学会　「万薬」1号～3番
台城県教育委員会　　r数育宮城」1号～4番
目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’昆主々義科学者協会 「誕トバの科学！5号，6暑
3ヒ：　　音is　　省　　　　　「初3彙芋教育資牽斗」　11「琴｝～16号　　后wu｝1，　　　「交畜1～藻充計連報」　53売多～
　　　　　　　57愚　汚fYV｝1　「交豫～聴報」883暦～895号　　「教育謬苺ヨ釜」2巻8曇～
　　　　　　　10暑「教育統計」4弩～13号　「びぷろす」2巻4号～11琴　3巻1号
山形大学附属図聾館　　「蝶形大学紀要　弓丈科学」1母～3琴
91日隻昇キノゴ、野日ヨ高校　　　「山m県ノ」、野日El高校了i牙究論叢」　3「髪jtf　4号
龍谷大学　　「龍谷大学論集」342号，3婆3愚
：立命鉱大掌入交学会　　「立命館交学」78号～82号
ロ・・マ字教育会　　　「ことばの教育」25砦～32号
THE　SCHOOL　OF　ORIENTAL　AND　AFRICAN　STUDIES　“BULLETIN，，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Vol．　X避
WASHINGTON　UNIVERSI［［tY　“MODERN　LANGUAG　QUARTERLY”
　　　　　　　　　　　　　　　　VGI．　12　］t，4To．1，　NTo．2
Mr．　WILLEIM　A　GROOTAERS　“1？OLKLORE　STUDIES”　Vol．　V
　　　　　　　　　　　　　　　“MONVMEN’i）A　SERICA”　VoJ．　V　er
　　　　　　　　　　　　　　　　Vol．　X～X壌
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　映
?
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庶務報告
　　　　　　　　　　A．庶務の状況
　（1）建物
　19娼（山嵐23年）12月創立当時から宗教法人萌治神宮所有の絵画館の一部
を借用して痩用しているが，実験室・研究室の設備をする余地がなV・ため研
究上支障が多v・。
昭禾脚禦2月三繍圷連雀9i番虚山本有三氏所有の建物を借用し仮分室を
設け，研究第2部が勤務してV・る。
　（2）経費
　昭和26年度の経費は総額17，123，000円であり，うち人件費が11，436，800円
事業費が5，686，200asである。
B．評議員　会
会長　安藤正凍
　阿部知二
　桑原武夫
　高木貞二
　東条　操
　服部四郎
　松坂忠則
（1）予算定員
　教　　　官
　　　計
　翻会長
金田一京助
颯田琴次
土岐善麿
時枝誠認
忌垣鉄郎
柳函ii蜀男
山崎匡輔
C・人　的　構成
????
倉石武四郎
沢登哲一
土居：光知
中島健藏
松方義三郎
事務職員 22
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（2）輝織および職員
梅一粒　剣　備 考????????????????????????????????????????????????????????? ??????????????????
?????
?????
????????（??（
??．?????? ．?
室究舘
?
部2第究
室究研招
?
??? ??
兼任駈員遠藤嘉基
1951．12．7旧姓石川を進藤と
変更
195i．5．10金沢大学教授転｝＝賎
1952．3．31退官
京都大学教授
15Q
康　務　部
庶務課
会計課
兼任所員
　／！
　！1　．
：部長
課長
課長
????????????????????????????????????????????????????広島大学助教授・
金沢大学教授’
東北大学教授1951．12ユ4
195！．ユ2！休職
1952。3．3丈退耳哉
1951。9．1採用
・！952．3．1採用
1951．4．25採用
　　　　　　　　D．母地留学教論の受け入れ　　　　　　　’
昨鞭矧き縮鋼鑓府県二二の内地欝生耀えて，翻究室で
研究の便を齢っている・灘その聯．・確騨等を概，る・、，
　氏名　　挙　綾　　　　研究繭同　　期　問
糊結騰育礫漆購1辮霧領蠣9：5
・媚敏奮騰綴暴嗣　諦発達・そめ鱒三冠4
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　　　　　　　　　　　E．　日　　誌　　抄
　　　　　　　　　　　｝
1951．5．1　作家阿部1知二二が国立匡i語研究所評議員会評議員に発令さ卑した。’
　　5ユ0研究纂2部長浅井患倫が金沢大学教授に禰せら’！　foo
　　5．11第！4回国：立濁語研究所評議員会
　　　　　議事
　　　　　1　評議員補欠につV・ての維過報告
　　　　　2本年度研究題目につv・て
　　　　　3　その他
　　6．2　国立国語研究所第1回研究発表会
　　　　　．東京大学法丈維弟36番教室におv・て　〔午后2時から〕
　　　　　題目
　　　　　　あV・さつ　　　　　　　　　所長　　西　’尾　　　実
　　　　　　疎開児童のことば　　　　　所員　　北　　村　　　甫
　　　　　　語彙論をめぐって　〃林・大
　　　　　　記号化とパーソナリティ・一：・　〃　　森岡健二
　　　　　　読めなV・子供たち　　　　　〃　　平井　昌　夫
　　　　　懇談
　　6．30　京都大学三二（人支科学薪究所員）桑原武夫氏が函立国語研究所
　　　　　評：議員に発令された0
　　7．9　第15國蜀立圏語研究所評議員会　　　　　　　　　　　．
　　　　　　議事
　　　　　　　1　評議員補欠についての経過報告
　　　　　　　2’評議三会会長および翻会長の改選
　　　　　　　3　研究所の事業活動につV・ての懇談
　　7．16　草島時介が研究第2部長に著せられだ。
　　8．　16　天理大学助教擾村尾力が三部教官に任ぜられ当所所員となるQ
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！951．10．1，2第7回丈部省所轄機関ならびに国立大学附置研究所長会議
　　　　　（東北大学産業科学研究所にて）
　　？0・10第1銅国立国語研究所評議員会
　　　　　議事
　　　　　1　27年度概算要求につV、て
　　　　　2　庁舎問題につV、て
　　　　　3　26年度研究成渠中間報告
　　11．29　各省直轄研究所連絡懇談会（農林省林業試験場におV・て）
　　i2．12第1咽国立国語研究所評議員会
　　　　　議事
　　　　　1　研究経過報告
　　　　　2　懇談
　　12・　21、行政管理庁行政監察，監察部長外3名来所
　　12．・26三噺圷連雀91番地由本有三氏瀦の建物に国姻語研究所仮
　　　　　分室を設け，機会第3号によ）｝　3it部大臣の認可を受けた○同日
　　　　　研究第2部の移転を完丁した0
1952．2．14参議院文部委員視察〔午后3時40分～5時10分〕
　　　　　黍員長　梅原真隆　　委員　黒川武雄　JII村松助　矢島三義
　　　　　の各氏外1◎名
　　3．25第18回胃壁国語研究所評議員会
　　　　　議事
　　　　　1　所長報告
　　　　　2　昭和26年度研究経過報告ならびに昭和27年度研究計画につ
　　　　　　　V、て
　　　　　3　懇談
　　鼠261H本学術会議第36委員会当所視察
国：立国語研究所刊行書
昭和24年慶
昭；和25年度
昭和2δ年度
国立国語研究所報審1
国立国語劔究所報告2
国立国語研究所年報1
国立濁語研究断年報2
国立｛i翼藷研究所年報3
薩ヨ立国費鐸巨多讐所報告3
国立國語研究所報皆4
困立国語研究所報皆5
国立国語研究所資料集1
国立国藷研究所資料集2
八丈島の言語調査
雷語生活の実態儒卿販列）
…’忠ﾍ市および附近の簗粧における一
現代語の助詞●助動詞
　…一㎜珊　法　と　実例一
談灘婦入雑誌の用語
隠語生活の実態2儒英細捌）
一蕪購布および附近の農柚こおける一
国語関係刊行書目（曜和17－24年）
語　　彙　　調　　査
　一硯代錦昂罵語のnd例im
国立国語研究所資料集3送り仮名法資料i集
目召X；YI　28fJl三3月
国立国語研究所
??????????? ??? ??
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